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風向きでオーケストラの奏でるメロディーが聞こえてくる。
北区と左京区のちょうど境目あたり。賀茂川に架かる出雲路橋は、明治の中ごろまではなく、
鞍馬口通が川床を渡っていたのだそう。直向きに技を磨き、何かを一途にやり遂げる。
橋の両岸から、そんな気質がクロスするように、このあたりを漂っている。
その空気を感じながら、継続する賀茂川の流れを眺めて歩くのも、また楽しい。

い ず も じ ば し

出雲路橋
協力：京都市交通局　まちなかへは便利な公共交通機関で！



　
日
暮
れ
時
、
出
雲
路
橋
の
東
側
に
あ
る
住
宅

街
で
耳
を
澄
ま
し
て
み
て
ほ
し
い
。
防
音
壁
の

向
こ
う
か
ら
、
キ
レ
の
い
い
リ
ズ
ム
が
聞
こ
え

て
く
る
。
ス
タ
ジ
オ
の
扉
を
開
く
と
、
あ
ふ
れ

だ
す
熱
気
。
額
に
汗
を
浮
か
べ
、
老
若
男
女
の

ダ
ン
サ
ー
が
懸
命
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
る
。

　「
ワ
ン
ツ
ー
、
ワ
ン
ツ
ー
ス
リ
ー
フ
ォ
ー
！
」。

　
鏡
の
前
で
声
を
か
け
る
の
は
、
83
歳
の
現
役

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
指
導
者
、
小
桜
瑠
美
さ
ん
だ
。

東
宝
ダ
ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
か
ら

大
映
京
都
撮
影
所
の
女
優
に

　
小
桜
さ
ん
は
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
生
ま

れ
。
父
親
は
河
原
町
丸
太
町
で
文
化
教
室
、
今

で
い
う
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
経
営
者
だ
っ

た
。
講
師
は
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
影
響
を
受
け
た

コ
メ
デ
ィ
ア
ン
、
泉い
ず
み

和わ

助す
け

さ
ん
。
中
学
生
の
小

の
後
ろ
で
、
群
舞
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。
名
づ

け
を
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
」。

　
当
時
、
大
映
の
撮
影
所
は
太
秦
に
あ
っ
た
。

小
桜
さ
ん
に
は
悩
み
が
あ
っ
た
。

　「
女
優
の
か
た
わ
ら
、
河
原
町
丸
太
町
の
父

の
教
室
で
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
教
え
て
い
た
ん
で

す
。
撮
影
所
で
は
時
間
が
長
引
く
の
が
当
た
り

前
。
太
秦
か
ら
丸
太
町
ま
で
大
急
ぎ
で
移
動
す

る
の
で
す
が
、
生
徒
さ
ん
を
待
た
せ
て
し
ま
う

の
が
心
苦
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

娘
も
タ
ッ
プ
の
指
導
者
に

一筋
に
、
ひ
た
す
ら
に

　
結
局
、
小
桜
さ
ん
は
20
歳
で
女
優
を
辞
め
て
、

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
一
筋
に
絞
っ
た
。
24
歳
で
写
真

家
と
結
婚
、
男
女
２
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
る
。

娘
の
弘
子
さ
ん
は
、
ス
タ
ジ
オ
で
と
も
に
指
導

桜
さ
ん
は
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
に
夢
中
に
な
っ
た
。

　「
平
安
女
学
院
中
学
に
タ
ッ
プ
シ
ュ
ー
ズ
で

通
っ
て
い
ま
し
た
。
タ
ッ
プ
の
足
音
だ
か
ら
、

遅
刻
す
る
と
私
だ
っ
て
す
ぐ
バ
レ
ち
ゃ
う
の
よ
」。

　
卒
業
後
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
東
宝
ダ

ン
シ
ン
グ
チ
ー
ム
に
入
団
。
日
劇
や
松
竹
歌
劇

団
の
先
生
が
い
て
、
の
び
や
か
な
雰
囲
気
だ
っ

た
。
タ
ン
ゴ
や
ル
ン
バ
、
ジ
ル
バ
や
マ
ン
ボ
。

リ
ズ
ム
は
す
べ
て
こ
の
と
き
に
教
わ
っ
た
。

　
18
歳
で
大
映
京
都
撮
影
所
の
試
験
に
合
格
し
、

女
優
に
な
る
。
１
９
５
０
年
代
は
日
本
映
画
の

全
盛
期
。
松
竹
、
東
宝
、
大
映
、
東
映
ら
大
手

配
給
会
社
が
大
量
生
産
体
制
を
敷
い
た
時
代
だ
。

　
芸
名
「
小
桜
瑠
美
」
の
名
付
け
親
は
、
短
髪

の
男
装
で
一
世
を
風
靡
し
た
女
優
、
水み
ず

のの

江え

瀧た
き

子こ

さ
ん
だ
。

　「
私
は
タ
ー
キ
ー
さ
ん
（
水
の
江
さ
ん
の
愛
称
）

を
す
る
タ
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
に
育
っ
た
。

　「
タ
ッ
プ
の
音
に
も
個
性
が
あ
る
ん
で
す
。
同

じ
よ
う
に
踏
ん
で
い
る
の
に
、
人
に
よ
っ
て
も
、

左
右
の
足
で
も
強
弱
が
違
い
ま
す
」。

　
こ
の
70
年
、
た
だ
一
筋
に
ひ
た
す
ら
に
。
タ
ッ

プ
ダ
ン
ス
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。

　「
リ
ズ
ム
が
は
っ
き
り
し
て
、
メ
ロ
デ
ィ
が
い

い
曲
を
聴
く
と
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
て
、
嬉

し
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
ち
っ
と
も
飽
き
ま
せ
ん
」。

　
話
の
合
間
、
歩
き
な
が
ら
。
小
桜
さ
ん
は
体

の
リ
ズ
ム
と
し
て
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
。
４
年

前
に
背
中
を
骨
折
し
た
が
、
足
は
止
ま
ら
な
い
。

　
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
神
様
に
、
骨
の
髄
ま
で
愛

さ
れ
た
人
生
。
小
桜
さ
ん
の
年
季
の
入
っ
た
ス

テ
ッ
プ
を
見
て
い
た
ら
、
目
か
ら
涙
が
出
て
き

た
。
感
動
し
て
い
る
の
だ
と
、
し
ば
ら
く
し
て

気
づ
い
た
。

人によって、左右の足によって。
タップの音に個性があるんです。

１／生徒は幼稚園の年少から上は 70代まで、年齢層は幅広い。加
茂さくらさんやすみれさん、由美かおるさんもタップを学んだ。指
導方針は明快。「タップが好きで、一生懸命してくださったらそれ
でいいのです」。2／毎年恒例の「小桜瑠美タップダンススタジオ・
タップダンスショー」。今年も 7月 24日に、左京区の京都 FANJ
で開催される。３／東宝ダンシングチーム時代、水の江瀧子さん主
演の映画のワンシーンで踊る１枚。矢印がついているのが小桜さん。

小桜瑠美タップダンス
スタジオ

京都市左京区下鴨宮崎町3-16／☎075-
791-6300／レッスン日：水・土13
時～15時、火・木・土18時～20時半
（見学は要予約）／定休日：月金日

RUMI
KOZAKURA

タップダンスを教え続けて64年。

「いい曲に出会うとイメージが湧く。
70年経っても、ちっとも飽きません」。
小桜瑠美タップダンススタジオ　指導者　小桜瑠美さんRUMI KOZAKURA 
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肉
を
入
れ
る
冷
蔵
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
は
、す
っ

か
ら
か
ん
。
入
口
に
は
「
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
し
ん

ち
ゃ
ん
」
の
個
性
あ
ふ
れ
る
イ
ラ
ス
ト
、
壁
面

か
ら
突
き
出
す
の
は
黄
色
に
赤
字
で
「
ラ
ー
メ

ン
」
と
大
書
さ
れ
た
の
ぼ
り
。

　
こ
の
肉
屋
、
普
通
の
精
肉
店
じ
ゃ
な
い
。『
ハ

ン
ケ
イ
５
０
０
ｍ
』
恒
例
の
徹
底
リ
サ
ー
チ
で

鍛
え
た
編
集
部
の
Ｎ
は
、
肉
の
サ
カ
タ
に
照
準

を
定
め
た
。
店
内
の
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
に

陣
取
り
、
頼
ん
だ
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
丼
を
頬
張
る
。

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
の
完
成
度
に
、
Ｎ
は
確
信
し
た
。

　〝
こ
こ
の
店
主
、
た
だ
も
の
で
は
な
い
〞。

祖
父
の
タ
レ
の
味
、

行
商
で
フ
ァ
ン
を
増
や
す

　
店
主
、
坂
田
眞
一
さ
ん
は
肉
の
サ
カ
タ
の
３

代
目
。
「
肉
を
触
る
の
が
嫌
い
」
だ
っ
た
坂
田

さ
ん
、
幼
少
期
は
家
業
に
興
味
が
も
て
な
か
っ

た
。
高
卒
で
精
密
機
器
工
場
に
就
職
す
る
が
、

０
・
０
１
ミ
リ
単
位
の
精
度
の
仕
事
が
性
に
合

わ
な
か
っ
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
実
家
に
戻
っ
た
。

「
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
の
つ
く
り
か
た
は
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
見
て
い
ま
し
た
か
ら
。
祖
父
は
大
釜
を

ガ
ス
に
か
け
て
、
た
っ
ぷ
り
の
醤
油
ベ
ー
ス
の

た
れ
で
煮
込
ん
で
い
た
。
今
も
、
同
じ
タ
レ
を

継
ぎ
足
し
、
継
ぎ
足
し
で
使
っ
て
い
ま
す
」
。

　
１
９
６
０
年
代
に
は
肉
の
サ
カ
タ
に
チ

ャ
ー
シ
ュ
ー
を
求
め
る
行
列
が
で
き
た
が
、

１
９
７
０
年
代
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
を
経
て
、

景
気
と
と
も
に
ゆ
る
や
か
に
下
降
線
を
描
い
た
。

１
９
９
５
年
に
妻
史ふ
み

江え

さ
ん
と
結
婚
、
３
児
に

恵
ま
れ
、
「
こ
の
商
売
、
な
ん
と
か
せ
な
あ
か

ん
」
と
奮
起
し
た
。
武
器
は
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
。

精
肉
部
門
は
実
父
に
任
せ
、
「
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

し
ん
ち
ゃ
ん
」
と
看
板
を
掲
げ
た
ト
ラ
ッ
ク
に

寸
胴
鍋
と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
積
み
、
千
本
通
り

や
山
科
、
太
秦
へ
出
か
け
た
。
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

の
販
売
額
と
知
名
度
は
と
も
に
上
が
っ
た
。

ラ
ー
メ
ン
、
自
販
機
。

「
へ
ん
こ
」
の
挑
戦
は
続
く

　
坂
田
さ
ん
の
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
は
バ
ラ
、
ウ
デ
、

モ
モ
と
部
位
別
に
肉
を
揃
え
る
の
が
特
徴
だ
。

　
「
部
位
で
脂
の
乗
り
具
合
が
違
う
の
で
、
『
脂
入

っ
た
ほ
う
が
い
い
で
す
か
？
』
っ
て
聞
き
ま
す
」
。

　
た
ま
り
醤
油
を
つ
か
っ
た
タ
レ
は
さ
ら
り
と

し
て
甘
味
控
え
め
。
肉
の
味
が
引
き
立
つ
。

　
「
タ
レ
の
ベ
ー
ス
は
祖
父
の
味
だ
け
ど
、
親

父
と
自
分
と
で
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
の
味
は
違
う
。

気
性
の
違
い
が
出
る
ん
ち
ゃ
う
か
な
？
」
。

　
妻
の
史
江
さ
ん
は
夫
を
「
へ
ん
こ
」
と
評
す
。

１／行商時代のおかげで、遠くから買いに来る客が多い。２／日
本全国のチャーシュー好きのみなさんに吉報！　この自動販売機
で、真夜中も早朝も購入可能だ。「毎日中身は入れ替えます。新鮮
なチャーシューをぜひ召し上がってくださいね」。３／からし醤油
と細切りキュウリとの相性は抜群。「サンドウィッチに挟んでも美
味です」。４／イートインのある店内、ラーメンとチャーシュー丼
も食べられる。

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
人
を
指
す
、
京
都
の
言
葉

だ
。
坂
田
さ
ん
は
こ
う
話
す
。

　
「
人
と
は
違
う
こ
と
が
し
た
い
。
そ
う
じ
ゃ

な
い
と
生
き
残
れ
な
い
と
思
う
か
ら
」
。

　
か
ら
っ
ぽ
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
で
わ
か
る
よ
う

に
、
精
肉
販
売
は
休
止
。
２
０
１
１
年
に
は
ラ

ー
メ
ン
販
売
を
始
め
た
。
か
つ
て
西
京
極
に
あ

っ
た
「
元
町
ラ
ー
メ
ン
」
に
足
し
げ
く
通
っ
て

い
た
坂
田
さ
ん
、
黒
い
ス
ー
プ
は
か
つ
て
の
味

を
再
現
で
き
た
と
胸
を
張
る
。
ト
ッ
ピ
ン
グ
は

も
ち
ろ
ん
、
自
慢
の
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
だ
。

　
さ
ら
に
今
年
は
新
た
な
挑
戦
を
始
め
る
。

　
「
こ
の
初
夏
か
ら
、
自
動
販
売
機
で
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
を
売
り
始
め
る
ん
で
す
」
。

　
編
集
部
Ｎ
の
予
想
通
り
、
店
主
の
坂
田
眞
一

さ
ん
は
た
だ
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
道
な
き
道

を
進
む
「
へ
ん
こ
」
、
ま
た
の
名
は
開
拓
者
だ
。

同じタレも
作り手の気性で味は変わる。

肉のサカタ

京都市北区鞍馬口通り寺町西入ル
新御霊口町269-2 ／☎075-231-
0866 ／ 11時半～ 14時半、18時
半～ 24時（スープがなくなり次第
終了）／定休日：日（不定休あり）

SHINICHI

SAKATA

手づくりチャーシューが人気、地元の肉屋。

「人とは違うことがしたい。
そうじゃないと、生き残れないと思うから」。

肉のサカタ　店主　坂田眞一さんNIKU NO SAKATA



　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
浅
井
食
堂
、
赤
の
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
を
手
に
し
た
客
が
目
立
つ
。
一
番
人
気

は
、
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
の
海
に
浮
か
ぶ
分
厚

い
ハ
ン
バ
ー
グ
。
た
っ
ぷ
り
の
ソ
ー
ス
は
、
肉

と
自
家
菜
園
で
獲
れ
た
野
菜
に
か
ら
め
、
パ
ン

に
塗
っ
て
も
ま
だ
余
り
あ
る
。

　
サ
ラ
ダ
、
パ
ン
、
ワ
イ
ン
の
ハ
ン
バ
ー
グ
ラ

ン
チ
は
１
３
０
０
円（
税
込
）。コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
よ
さ
に
驚
い
た
編
集
部
。
背
景
に
あ

る
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
浅
井
幸
雄
さ
ん
の
ね
ら
い

と
展
望
を
聞
い
て
、
２
度
驚
く
こ
と
に
な
る
。

根
っ
か
ら
の
研
究
好
き
が

ハン
バ
ー
グ
を
選
ん
だ
理
由

　
自
宅
と
店
は
目
と
鼻
の
先
で
す
、
と
ほ
ほ
え

む
浅
井
さ
ん
は
37
歳
。
小
学
校
４
年
の
と
き
に

漫
画
『
美お

味い

し
ん
ぼ
』
を
読
ん
で
、
料
理
に
ま

つ
わ
る
商
売
に
興
味
が
向
い
た
。

　「『
美
味
し
ん
ぼ
』
に
登
場
す
る
京
都
の
名
店

を
自
転
車
で
探
し
に
行
き
、『
こ
こ
か
』
と
確

認
す
る
よ
う
な
小
学
生
で
し
た
」。

　
高
校
卒
業
後
、
栄
養
士
の
専
門
学
校
に
進
学
、

半
年
で
系
列
の
調
理
師
学
校
に
編
入
す
る
。
卒

業
と
同
時
に
平
野
神
社
近
く
に
あ
っ
た
洋
館
の

老
舗
イ
タ
リ
ア
ン「
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

　
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」

に
入
社
し
た
。
15
年
間
厨
房
を
任
さ
れ
た
の
ち
、

35
歳
で
退
職
、
独
立
し
た
。

　「
実
は
、
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
で
は
師
匠
が
い
な
か
っ

た
ん
で
す
。
厨
房
、
サ
ー
ビ
ス
、
シ
フ
ト
管
理
、

発
注
、
営
業
、
す
べ
て
が
自
分
担
当
で
し
た
。

忙
し
す
ぎ
て
15
年
間
の
記
憶
が
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
（
笑
）。
師
匠
が
い
な
い
ぶ
ん
、
い
い

意
味
で
個
性
は
伸
び
た
と
思
い
ま
す
」。

　
独
立
に
あ
た
り
洋
食
を
選
ん
だ
の
は
、「
競

争
が
苦
手
な
性
格
」
の
た
め
。
立
地
は
し
の
ぎ

を
削
る
繁
華
街
で
は
な
く
、
閑
静
な
住
宅
街
に

し
た
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
硬
い
も
の
が
苦
手

な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
孫
ま
で
、
３
世
代
楽
し

め
る
ハ
ン
バ
ー
グ
が
最
適
と
考
え
た
。
幸
い
、

前
職
の
お
か
げ
で
、
精
肉
業
者
と
の
パ
イ
プ
は

太
い
。
高
級
和
牛
の
端
肉
を
安
価
に
仕
入
れ
ら

れ
る
見
込
み
が
あ
っ
た
。

　「
近
隣
の
住
民
が
、
月
に
２
〜
３
回
訪
れ
る
洋

食
屋
」。
浅
井
食
堂
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
固
ま
っ
た
。

デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
か
ら

事
業
の
軸
を
広
げ
る

　
浅
井
さ
ん
の
話
は
「
お
い
し
い
理
由
」
で
は

終
わ
ら
な
い
。
食
堂
の
先
に
広
が
る
展
望
、
カ

ギ
を
握
る
の
は
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
だ
。

　「
デ
ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
は
本
当
に
手
間
と
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
で
も
市
販
品
で
は
プ
ロ
は

満
足
で
き
な
い
。
な
の
で
、
最
も
時
間
の
か
か

る
野
菜
ベ
ー
ス
を
作
る
工
程
ま
で
を
北
海
道
の

工
場
で
行
い
、
製
品
化
し
た
い
。
野
菜
ベ
ー
ス

ま
で
で
き
て
い
れ
ば
、
好
き
な
よ
う
に
自
店
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
味
に
変
え
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

う
ち
で
も
今
使
っ
て
い
ま
す
よ
」。

　
そ
う
、
浅
井
食
堂
は
野
菜
ベ
ー
ス
の
価
値
を

実
証
す
る
ア
ン
テ
ナ
店
で
も
あ
る
の
だ
。
他
に

も
京
都
駅
ス
バ
コ
で
の
弁
当
レ
シ
ピ
提
案
、
韓

国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
始
め
る
新
事
業
。
取
り
組

み
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
軸
は
何
本
も
あ
る
。

　「
理
想
論
よ
り
も
現
実
、
つ
ま
り
方
法
論
を

大
事
に
し
ま
す
。
状
況
の
裏
を
読
み
、
他
に
応

用
で
き
な
い
か
。工
夫
を
す
る
の
が
好
き
で
す
」。

　
小
さ
な
食
堂
か
ら
広
が
る
壮
大
な
可
能
性
。

才
気
あ
ふ
れ
る
シ
ェ
フ
か
ら
、
目
が
離
せ
な
い
。

師匠がいないぶん、
個性が伸びました。

１／ソースにたっぷり玉ねぎを使う一方、
ハンバーグには入れない。「パテやテリー
ヌのようなシャルキトリ（練り物）感覚が、
うちの味です」。２／店内はビストロと呼
びたくなるような雰囲気。「椅子はYORK
のものを譲ってもらいました」。３／ソム
リエでもある浅井さんが選んだワインが
常時７種類以上、グラスで楽しめる。価
格も１杯500円からと手ごろだ。

浅井食堂

京都市左京区下鴨松ノ木町43-1富山
コーポ1F／☎075-706-5706／11
～15時（L. О .14時）、17時30分～
23時（L. О .22時）／定休日：月、
第2火曜日、第4火曜日

YUKIO
ASAI

大きな可能性を秘めた、小さな洋食屋。

「状況の裏を読み、応用できないか。
工夫をするのが好きです」。
浅井食堂　オーナーシェフ　浅井幸雄さんASAI SHOKUDOU



　
今
出
川
通
か
ら
寺
町
通
を
上
が
っ
た
一
帯
は

そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
寺
門
が
続
く
。
阿
弥
陀

寺
の
角
を
折
れ
た
道
に
、
大
黒
屋
鎌
餅
本
舗
は

あ
る
。
ガ
ラ
ス
戸
に
趣
が
あ
る
町
家
だ
。

　
名
物
、
鎌
餅
。
か
る
く
湾
曲
し
た
、
鎌
を
か

た
ど
っ
た
白
い
餅
の
な
か
に
、こ
し
あ
ん
が
入
っ

て
い
る
。
シ
ン
プ
ル
で
洗
練
さ
れ
た
味
を
求
め

て
、
口
コ
ミ
で
訪
れ
る
客
が
後
を
絶
た
な
い
。

91
歳
の
実
母
と

鎌
餅
を
つ
く
る
日
々

　
創
業
明
治
30
年
（
１
８
９
７
）、
大
黒
屋
鎌
餅

本
舗
店
主
の
山
田
充
哉
さ
ん
は
三
代
目
だ
。

　「
鎌
餅
は
祖
父
が
考
案
し
ま
し
た
。
鞍
馬
口

の
茶
店
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
店
は
と
っ
く
に
あ
り
ま
せ
ん
。鎌
餅
を
作
っ

て
い
る
の
は
、
京
都
で
う
ち
だ
け
で
す
」。

　
上
京
区
で
生
ま
れ
育
っ
た
山
田
さ
ん
は
同
志

社
大
学
経
済
学
部
出
身
。
小
学
校
か
ら
大
学
ま

で
地
元
で
過
ご
し
た
。
高
校
よ
り
も
大
学
の
ほ

う
が
、
家
か
ら
の
距
離
は
近
か
っ
た
ほ
ど
だ
。

　「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
よ
り
も
え
え
か
な
、
と
思
っ

て
、
実
家
を
継
ぐ
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」。

　
製
菓
学
校
に
も
通
っ
た
が
、
実
父
と
一
緒
に

過
ご
す
う
ち
に
学
ん
だ
こ
と
の
ほ
う
が
多
か
っ

た
。
今
は
91
歳
の
実
母
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
鎌
餅
を
作
る
。

　「
朝
６
時
に
起
き
て
、
車
で
出
勤
し
ま
す
。
７

時
過
ぎ
か
ら
生
地
を
練
っ
て
、
午
前
だ
け
で

１
６
０
個
ぐ
ら
い
作
る
。
髙
島
屋
へ
の
納
品
も

自
分
で
い
き
ま
す
。
週
に
１
、２
回
東
京
の
日
本

橋
三
越
と
髙
島
屋
に
も
送
り
ま
す
」。

　
山
田
さ
ん
は
64
歳
。
跡
継
ぎ
は
い
な
い
。
店

舗
の
壁
に
は
、
体
験
学
習
で
訪
れ
た
全
国
の
小

中
学
生
か
ら
送
ら
れ
た
色
紙
が
、
い
つ
で
も
目

に
入
る
位
置
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

　「
学
び
た
い
人
が
い
る
な
ら
、
惜
し
み
な
く
教

え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
訪
ね
て
き
て
ほ
し
い
で
す
」。

シ
ン
プ
ル
は
完
成
形
か
？

食
べ
れ
ば
答
え
は
わ
か
る

　
鎌
餅
の
原
材
料
は
た
っ
た
５
つ
だ
け
だ
。
砂

糖
・
小
豆
・
餅
粉
・
黒
砂
糖
・
水
飴
。
余
計
な

も
の
は
な
に
も
含
ま
な
い
。

　「
そ
の
ま
ま
置
い
て
も
３
日
は
や
わ
ら
か
い
で

す
よ
。
で
も
時
間
と
と
も
に
餅
が
少
し
ず
つ
硬

く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
早
め
に
食
べ
て
ほ
し

い
で
す
ね
」。

　
抹
茶
味
に
し
た
り
、
イ
チ
ゴ
を
挟
ん
だ
り
し

た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　「
な
い
で
す
ね
。
融
通
が
利
か
な
い
だ
け
な
の

か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
こ
し
あ
ん
を
つ
ぶ
あ
ん

に
変
え
よ
う
と
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
」。

　
で
は
、
も
う
鎌
餅
は
完
成
形
で
す
か
？

　「
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
で
す
。
僕
に
は
ど

れ
が
完
成
形
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
鎌
餅

に
正
解
は
な
い
で
す
か
ら
」。

　
理
由
ば
か
り
聞
き
た
が
る
編
集
部
に
、
言
葉

数
少
な
め
の
山
田
さ
ん
は
ヒ
ン
ト
を
く
れ
た
。

　「
お
菓
子
に
は
、
作
り
手
の
人
柄
が
出
て
い
る

と
思
う
ん
で
す
」。

　
す
な
わ
ち
、
食
べ
れ
ば
わ
か
る
。
な
る
ほ
ど
、

私
た
ち
文
章
を
扱
う
者
は
、
言
葉
に
こ
だ
わ
り

す
ぎ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
菓
子
職
人
に
と
っ

て
、
菓
子
は
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
思
い
を

伝
え
る
言
語
だ
。
ま
た
一
つ
、
へ
ぎ
を
剥
い
て

餅
を
口
に
含
ん
で
み
た
。
す
る
と
鎌
餅
は
、
作

り
手
に
つ
い
て
饒
舌
に
語
り
始
め
た
。

１／鎌餅で最も難しい工程があんづくり。「年に２、３回
だけ、１００点満点のあんこができる。少しだけ黒砂糖を
入れているのがうちの味です」。２／風格のある外観。山
田さんの好きなお菓子は「水田玉雲堂の唐板」と聞き一同
納得。シンプル極まれり。３／かつては父と工房に入って
いた。「２人のときは、１日で８００個作れました。１人
では最高で６００個が限界ですね」。

学
び
た
い
人
が
い
る
な
ら
、惜
し
み
な
く
教
え
た
い
。

大黒屋鎌餅本舗

京都市上京区寺町通今出川上ル４丁目阿弥
陀寺前町 25／ 075-231-1495 ／８時半
～ 18時半／定休日：第２・第４水曜 

Y
A
M
A
D
A

M
I
C
H
I
Y
A

祖父が考案した鎌餅をつくる、和菓子屋。

「お菓子には、作り手の人柄が
出ていると思います」。

大黒屋鎌餅本舗　店主　山田充哉さんDAIKOKUYA 
    KAMAMOCHI HONPO



　
あ
る
恋
の
話
を
し
よ
う
。
舞
台
は
１
９
７
０
年

代
の
京
都
、
ジ
ャ
ズ
を
聴
か
せ
る
喫
茶
店
が
増
え

て
い
た
。「
シ
ア
ン
ク
レ
ー
ル
」「YA

M
A
TO
YA

」

「
フ
レ
ン
チ
ク
ォ
ー
タ
ー
ラ
ブ
」
…
…
店
の
名
前

を
聞
く
だ
け
で
甘
酸
っ
ぱ
い
思
い
出
が
よ
み
が

え
る
読
者
も
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
白
い
ピ
ア
ノ
が
置
か
れ
た
店
内
に
ジ
ャ
ズ
が

流
れ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ま
せ
る
「
陽よ
う

」
に
、
ひ

と
り
の
女
子
高
生
が
背
伸
び
を
し
て
通
っ
て
い
た
。

彼
女
と
喫
茶
店
の
マ
ス
タ
ー
は
ゆ
っ
く
り
恋
を
し

て
、
出
会
っ
た
10
年
後
に
２
人
は
結
ば
れ
た
。

モ
デ
ル
か
ら
主
婦
へ

幸
せ
そ
の
も
の
の
生
活

　「
陽
」
に
通
っ
て
い
た
女
子
高
生
、
林
佐
代
子

さ
ん
は
下
鴨
出
身
、
高
校
卒
業
後
は
自
宅
か
ら

通
え
る
大
学
に
進
学
。正
真
正
銘
の
地
元
っ
子
だ
。

　
佐
代
子
さ
ん
は
大
学
の
軽
音
楽
部
で
ジ
ャ
ズ

ピ
ア
ノ
を
弾
く
か
た
わ
ら
、
モ
デ
ル
を
始
め
た
。

　「
他
の
バ
イ
ト
よ
り
、
お
金
が
ず
っ
と
よ
か
っ

た
ん
で
す
（
笑
）。
仕
事
は
カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ
ス

タ
ー
撮
影
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル
や
着
物
シ
ョ
ー
の
出

演
と
か
、
い
ろ
い
ろ
で
す
。
大
学
卒
業
後
も
27

歳
ま
で
続
け
ま
し
た
」。

　
モ
デ
ル
を
引
退
し
て
、
す
ぐ
に
子
宝
に
恵
ま

れ
た
。
い
っ
た
ん
家
庭
に
入
る
が
、
２
人
の
子

ど
も
が
小
学
校
に
通
い
始
め
て
、
店
を
少
し
ず

つ
手
伝
い
始
め
る
。

　
佐
代
子
さ
ん
と
マ
ス
タ
ー
陽あ
き
ら

さ
ん
の
仲
む
つ

ま
じ
さ
は
、
常
連
な
ら
誰
で
も
知
っ
て
い
た
。

　「
主
人
と
は
ど
こ
に
い
く
の
も
一
緒
。
子
ど
も

た
ち
も
主
人
が
大
好
き
。
そ
の
頃
、『
私
ほ
ど
幸

せ
な
人
が
い
る
の
か
な
』と
内
心
ど
こ
か
で
思
っ

て
い
た
ほ
ど
で
し
た
」。

　
佐
代
子
さ
ん
の
助
け
も
あ
り
、
店
は
繁
盛
し

た
。
し
か
し
悲
劇
は
突
然
訪
れ
た
。
52
歳
の
陽

さ
ん
が
原
発
性
の
が
ん
で
、
余
命
は
あ
と
わ
ず

か
と
診
断
さ
れ
た
の
だ
。

変
え
な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
に

毎
週
土
曜
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

　
そ
の
と
き
子
ど
も
は
ま
だ
大
学
生
と
高
校
生
、

同
居
し
て
い
る
陽
さ
ん
の
母
も
い
た
。

　「『
お
店
や
め
た
ら
？
』『
身
軽
に
な
れ
ば
？
』

と
言
っ
て
く
だ
さ
る
人
も
い
ま
し
た
。
で
も
、

店
を
続
け
る
以
外
の
選
択
肢
は
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
主
人
と
の
残
さ
れ
た
時
間
、
病
院
に

通
っ
て
必
死
で
店
の
引
き
継
ぎ
を
し
ま
し
た
」。

　
２
０
０
２
年
に
陽
さ
ん
を
看
取
っ
た
。
残
さ

れ
た
店
で
独
り
、
調
理
場
に
立
っ
た
。
定
番
の

ハ
ン
バ
ー
グ
を
最
初
に
お
客
さ
ん
に
出
し
た
と

き
は
、
怖
か
っ
た
。

　「
常
連
さ
ん
に
『
味
、
変
わ
っ
て
な
い
ね
』
と
言

わ
れ
て
、
救
わ
れ
ま
し
た
。
友
達
や
、
ご
近
所
さ

ん
も
ず
っ
と
暖
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」。

　
店
を
引
き
継
い
で
以
来
、
変
え
な
い
も
の
は

そ
の
ま
ま
、
佐
代
子
さ
ん
は
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
始
め
た
。
２
０
０
５
年
か
ら
開
催
す
る
毎

週
土
曜
の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
だ
。「
や
り
た
い
」
と

思
っ
た
ら
、
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
話
が
進
ん
だ
。

　
佐
代
子
さ
ん
は
、
い
つ
も
陽
さ
ん
が
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
と
話
す
。

　「
私
の
人
生
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
出
会
い
で

し
た
。
今
も
彼
は
自
分
の
な
か
で
生
き
て
い
ま

す
。
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
い
い
と
こ
ろ
し
か
思

い
出
さ
な
い
の
で
、
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
」。

　
創
業
44
年
。
亡
き
夫
の
名
前
を
掲
げ
た
店
で
、

恋
は
形
を
変
え
て
続
い
て
い
く
。

『味、変わってないね』。
常連さんの言葉に
救われました。

１／「陽」名物、おみくじ付の
シュガー。「普通のおみくじとは
文面が一風異なるんです。全部主
人が考えたものです」。２／陽さ
んの時代から、ファンの多いオム
ライス（写真はライブ時の提供メ
ニュー）。3／ドイツ・シンメル
社のアンティークピアノがしっく
りと馴染む店内。4／ 2015 年
11月には、Saturday Night Jazz 
Liveの10周年記念ライブを開催。
2日間にわたり、関西のトップ
ミュージシャン計18名が名演奏
を繰り広げた。 Photo:T.Kishi

陽

京都市北区小山下総町28-11／☎
075-414-0056／月～金：９～18
時、土：18時半～23時（ジャズラ
イブ）／定休日：日祝

H
A
Y
A
S
H
I

S
A
Y
O
K
O

亡き夫のあとを継いだ、ジャズの流れるレストラン。

「いいところばかり思い出すから、
もういないのに、より好きになる」。

陽　オーナーシェフ　林佐代子さんYOU
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町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ラ
イ
ナ
ー
は
、
急
行
１
０
４
。

祇
園
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、急
行
１
０
６
。
水
族
館

シ
ャ
ト
ル
は
、
急
行
１
０
３
に
。「
僕
は
前
の
名

前
も
好
き
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
（
笑
）」。

　
他
に
も
新
し
い
バ
ス
も
登
場
！
皆
さ
ん
も
チ

ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
！

ー
モ
ニ
カ
を
指
し
て
）指
揮
者
に
よ
っ
て
は
、音

の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
る
の
に
こ
う
い
う
楽
器

も
使
う
ん
で
す
よ
。

井
関

　
外
国
の
方
で
、
テ
ン
ポ
を
伝
え
る
た
め

に
、
踊
り
だ
し
た
指
揮
者
も
い
ま
し
た
。
見
て

い
た
私
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
い
き
な
り
ダ
ン
ス

の
相
手
の
指
名
を
受
け
た
ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
も
び

っ
く
り
で
す
。
こ
う
い
う
シ
ー
ン
は
、
練
習
で

し
か
見
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

後
藤

　
僕
ら
に
と
っ
て
、音
楽
は
言
葉
で
す
。指

揮
者
が
、
僕
ら
団
員
に
意
図
を
ど
う
伝
え
る
の

か
も
、
公
開
練
習
の
見
ど
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
京
響
は
日
本
で
も
稀
な
、
市
が
も
っ
て
い

る
楽
団
で
す
。 

気
軽
に
足
を
運
ん
で
、
親
し
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

市
バス・
地
下
鉄
で
髙
島
屋
京
都
店・
京
都
マル
イ
に
来
店

「ｅｃｏ
ス
タ
ン
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
！

京
都
市
交
通
局
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　

市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
利
用
の
う
え
、
髙
島
屋
京

都
店
、
京
都
マ
ル
イ
で
お
買
い
物
を
す
る
と
、
市
バ

ス
ま
た
は
地
下
鉄
で
利
用
で
き
る
乗
車
券
が
も
ら
え

る
「
ｅ
ｃ
ｏ
ス
タ
ン
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
第
６
弾

を
実
施
中
。

■
実
施
期
間　

実
施
中
〜
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

■
内

　
　
容

●
 

市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
利
用
の
う
え
、
髙
島
屋
京
都
店
、

京
都
マ
ル
イ
に
て
５
０
０
０
円
以
上
の
お
買
い
物
を
し
て

い
た
だ
く
と
、
ス
タ
ン
プ
を
１
個
押
印
し
ま
す(

１
日
に

つ
き
１
個
ま
で
と
し
ま
す)

。

※ 

お
買
い
物
日
当
日
に
市
バ
ス
・
地
下
鉄
を
ご
乗
車
い
た
だ

い
た
利
用
実
績
が
わ
か
る
、
以
下
の
対
象
乗
車
券
を
お
持

ち
の
方
が
対
象
で
す
。

●
 

期
間
中
に
ス
タ
ン
プ
６
個
を
集
め
る
と
、
市
バ
ス
・
京
都

バ
ス
一
日
乗
車
券
カ
ー
ド
ま
た
は
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド

（
５
０
０
円
券
）
ど
ち
ら
か
1
枚
と
交
換
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

■
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
発
行
及
び
押
印
、
乗
車
券
の
引
換
場
所　

髙
島
屋
京
都
店　

１
階
正
面
案
内
所
及
び
７
階
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
カ
ウ
ン
タ
ー

京
都
マ
ル
イ　

１
階
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー

※ 

ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
の
発
行
は
平
成
29
年
１
月
15
日(

日)

ま
で
。

※ 

乗
車
券
の
引
換
え
は
、
平
成
29
年
１
月
31
日(

火)

ま
で
。

（
対
象
乗
車
券
）

市
バ
ス
・
京
都
バ
ス
一
日
乗
車
券
カ
ー
ド
、
京
都
観
光
一

日
・
二
日
乗
車
券
（
山
科
・
醍
醐
拡
大
版
含
む
）、
ト
ラ
フ

ィ
カ
京
カ
ー
ド
、
市
バ
ス
専
用
回
数
券
カ
ー
ド
、
ス
ル
ッ
と

KA
N
SA
I

カ
ー
ド
、
市
営
地
下
鉄
ー1day

フ
リ
ー
チ
ケ
ッ

ト
、
京
都
観
光
一
日
乗
車
券
「
京
め
ぐ
り
」・「
い
い
古
都
チ

ケ
ッ
ト
」・「
京
阪
み
や
こ
漫
遊
チ
ケ
ッ
ト
」、
「
京
都
地
下

鉄
・
京
阪
大
津
線 1day

チ
ケ
ッ
ト
」、「
京
都
地
下
鉄
・
嵐

電 1day

チ
ケ
ッ
ト
」、PiTaPa

カ
ー
ド
、
市
バ
ス･

地
下

鉄
各
種
定
期
券
、
京
都
市
が
発
行
す
る
敬
老
乗
車
証
・
福
祉

乗
車
証

井関美果さん
楽器はヴィオラ。伏見出身。大学卒業
後、ドイツに留学し、現地のオーケスト
ラで働く。10年後に帰国して京響へ。
在団12年目。３歳児を子育て中。

ハラルド・ナエスさん
楽器はトランペット。ノルウェー出身。
兵庫の管弦楽団を経て、京響では９
年目になる。「京響はインターナショ
ナルな雰囲気です」。

後藤良平さん
楽器はヴァイオリン。在団37年目の
ベテラン。京都市内の公立幼稚園～
大学まで公立で貫いたのちに、京響へ
入団。「税金の払いがいがあるっても
のです（笑）」。

6月15日（水）  7月28日（木） いずれも10:30～11:30（無料）
●申込方法
　 毎月1日～10日に翌月の見学者の募集がされます。事前申込制。定員50名。
日程・応募方法など詳細は、京都市発行の「市民しんぶん」にて。

　 「市民しんぶん」は、ご自宅に投函される他、ホームページ「京都市情報館」
（http://www.city.kyoto.lg.jp/menu5/）でも確認いただけます。

●宛先
　〒603-8134　京都市北区出雲路立本町103　京響「練習風景公開事業係」

●問い合わせ先
　TEL：075－222－0347　※5月分の受付は終了。

月に１度、京響の公開練習見学のご案内

　
出
雲
路
橋
を
通
る
バ
ス
は
37
系
統
。
西
賀
茂

車
庫
か
ら
四
条
河
原
町
を
通
り
、
四
条
京
阪
、

三
条
京
阪
、
河
原
町
三
条
を
経
て
加
茂
街
道
を

上
へ
走
る
バ
ス
で
す
。

　
「
37
系
統
は
葵
橋
か
ら
車
庫
ま
で
の
鴨
川
沿

い
を
走
る
バ
ス
で
、
付
近
の
方
々
に
も
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
春
は
こ
の
道
の
桜
並
木
が
絶
景

で
す
ね
！

　
バ
ス
に
乗
っ
て
る
だ
け
で
気
持
ち

が
い
い
で
す
」
。

花
よ
り
市
バ
ス
?!

　
翼
く
ん
が
幼
稚
園
の
頃
、
出
雲
路
橋
で
お
花

見
を
し
た
時
に
、
バ
ス
マ
ニ
ア
の
一
面
を
見
せ

る
面
白
い
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
家
族
で
せ
っ
か
く
花
見
を
し
に
来
た
の
に
、

花
な
ん
か
そ
っ
ち
の
け
で
、
37
系
統
の
バ
ス
を

待
ち
構
え
て
、
ず
っ
と
見
て
た
ん
で
す
。
僕
に

は
市
バ
ス
の
方
が
興
味
深
く
て
」。
翼
く
ん
に
と

っ
て
は
「
花
よ
り
団
子
」
な
ら
ぬ
、「
花
よ
り
市

バ
ス
」
な
ん
で
す
ね
。

ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
た
変
化

　
3
月
19
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
合
わ
せ
て
、
交
通

局
で
は
い
ろ
い
ろ
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。ま
ず

は
名
前
が
変
わ
っ
た
バ
ス
。
岡
崎
・
東
山
・
梅
小

路
エ
ク
ス
プ
レ
ス
は
、急
行
１
１
０
。
四
条
河
原

「
出
雲
路
橋
」は
、京
都
が

世
界
に
誇
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
本
拠
地
。

今
号
の
バ
ス
停「
出
雲
路
橋
」の
す
ぐ
そ
ば
、

鴨
川
西
岸
に
あ
る
の
が
京
都
市
交
響
楽
団（
通
称：
京
響
）の
練
習
場
。

60
年
前
に
、日
本
で
唯
一
の
自
治
体
直
営
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
創
立
、

日
本
最
高
峰
の
音
楽
職
人
た
ち
が
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。

井
関

　
以
前
は
、
京
響
に
は
年
配
の
男
性
が
多

い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
実
際
に
入
団
し
た
ら
同

年
代
が
多
く
て
仲
が
い
い
。
年
齢
的
な
バ
ラ
ン

ス
が
い
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
と
思
い
ま
す
。

後
藤

　
団
塊
の
世
代
が
抜
け
た
と
き
に
、
京
響

に
は
世
代
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
若
い
人
の
は

つ
ら
つ
と
し
た
音
は
い
い
よ
ね
。

ハ
ラ
ル
ド

　
ベ
テ
ラ
ン
の
安
定
感
と
経
験
が
学

べ
る
か
ら
、
若
い
人
に
と
っ
て
い
い
環
境
で
す
。

井
関

　
同
じ
曲
を
何
度
か
異
な
る
本
番
で
演
奏

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
練
習
の
度
に
、
ベ

テ
ラ
ン
の
方
の
音
楽
性
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
く
、

本
当
に
た
め
に
な
り
ま
す
。

後
藤

　
公
開
練
習
は
お
も
し
ろ
い
で
す
よ
。
コ

ン
サ
ー
ト
は
完
成
し
た
料
理
を
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
な
も
の
。
指
揮
者
と
の
ど
ん
な

や
り
と
り
を
経
て
、
曲
が
完
成
に
向
か
う
の
か
。

「
調
理
過
程
」
を
見
る
こ
と
で
、で
き
あ
が
っ
た

料
理
を
味
わ
う
楽
し
さ
が
増
し
ま
す
。

ハ
ラ
ル
ド

　（
指
揮
台
に
置
い
て
あ
る
鍵
盤
ハ

市
バス
の
大
好
き
な
人
に

通
な
楽
し
み
方
を

教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！







今
回
、
や
よ
い
さ
ん
の
御
品
と
合
う
ゆ
ば

の
組
み
合
わ
せ
を
、
中
西
さ
ん
が
数
多
く
試
み

て
下
さ
っ
た
結
果
、
実
に
、
上
品
で
雅
な
お
茶

漬
け
に
仕
立
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

や
よ
い
さ
ん
の
ち
り
め
ん
山
椒
は
、
ふ
っ

く
ら
と
や
さ
し
い
お
味
で
、
そ
れ
は
山
椒
の
ひ

と
粒
の
中
ま
で
透
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
さ

し
く
海
の
も
の
と
山
の
も
の
と
で
構
成
さ
れ
る

ミ
ニ
マ
ム
の
完
成
形
。
そ
こ
に
煎
茶
と
お
出
汁

の
仲
立
ち
に
よ
り
、
生
の
ゆ
ば
と
の
出
合
い
が

こ
ん
な
に
も
自
然
で
、
京
都
に
昔
か
ら
あ
っ
た

一
品
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

ゆ
ば
と
言
え
ば
、
昔
は
干
し
た
も
の
が
主

で
、
生
ゆ
ば
は
御
近
所
の
方
だ
け
が
お
求
め
で
、

そ
れ
も
生
の
ま
ま
で
は
な
く
、
お
出
汁
で
温
め

て
い
た
だ
く
の
が
常
で
し
た
。「
豆
腐
や
ゆ
ば

は
、
生
で
は
体
を
冷
や
す
け
れ
ど
、
加
熱
す
る

と
体
を
温
め
る
よ
」
と
祖
父
母
も
申
し
て
お
り

ま
し
た
。（
冷
奴
や
生
ゆ
ば
を
お
召
し
上
が
り

の
際
に
生
姜
を
添
え
る
の
も
、
そ
の
為
で
し
ょ

う
。）
今
回
の
つ
ま
み
ゆ
ば
は
、
膜
と
豆
乳
分

を
一
緒
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
す
が
、
煎
茶
の

お
出
汁
を
か
け
ま
す
と
、
豆
乳
や
膜
の
部
分
が

ほ
ど
よ
く
温
め
ら
れ
て
、
と
て
も
ま
ろ
や
か
な

お
味
。
お
じ
ゃ
こ
と
ゆ
ば
が
踊
る
よ
う
に
、
ふ

わ
っ
と
ほ
ど
け
て
い
き
ま
す
。

京
都
は
海
か
ら
遠
く
、
昔
か
ら
魚
は
生
で

は
な
く
塩
漬
け
・
塩
干
物
に
し
て
利
用
し
て

い
ま
し
た
。
塩
干
物
の
ち
り
め
ん
と
地
元
で

採
れ
る
山
椒
を
混
ぜ
、
醤
油
や
酒
で
炊
き
上

げ
た
の
が
ち
り
め
ん
山
椒
で
、
本
来
、
京
都

の
家
の
常
備
菜
と
し
て
あ
る
も
の
で
す
。

や
よ
い
の
ち
り
め
ん
山
椒
は
、
コ
ッ
ク
と

し
て
腕
を
ふ
る
っ
て
い
た
初
代
店
主
が
体
調

を
崩
し
、
自
宅
で
鍋
一
つ
で
で
き
る
も
の
を

と
炊
き
出
し
た
の
が
始
ま
り
。
厳
選
さ
れ
た

素
材
を
使
い
、
手
作
業
で
仕
上
げ
て
い
ま
す
。

酒
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、
塩
干
物
で
あ
る
ち
り

め
ん
を
本
来
の
風
味
に
近
い
、
ふ
っ
く
ら
、

し
っ
と
り
、
パ
ラ
パ
ラ
に
仕
上
げ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

ゆ
ば
長
さ
ん
の
生
ゆ
ば
は
、
く
み
あ
げ
、

つ
ま
み
、
さ
し
み
と
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ

り
ま
す
が
、
今
回
の
お
茶
漬
け
に
は
つ
ま
み

ゆ
ば
を
使
い
ま
し
た
。
ふ
ん
わ
り
や
さ
し
い

生
ゆ
ば
の
味
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
そ
の
ま

ま
で
も
、
お
じ
ゃ
こ
と
一
緒
に
食
べ
て
も
、

ご
飯
に
混
ぜ
て
も
、
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま

す
。
お
出
汁
に
溶
け
る
と
豆
乳
の
よ
う
に
ま

ろ
や
か
で
、
ま
た
ひ
と
味
違
う
お
い
し
さ
が

楽
し
め
ま
す
。

長井康裕
ながい・やすひろ／「ゆば長」3代目主人。同
志社大学工学部修士課程修了後家業を継ぐ。豊
富な知識と実直な姿勢で手作りゆばの伝承の技
を守る。

京都御所の畔   ゆば長
京都市上京区室町今出川上ル／☎ 075-417-
1245 ／ 9時～ 16時／定休日：日・隔週土（不
定）／P有／www.yubacho.co.jp

ゆば長  3代目主人

長井康裕さん

祇園やよい  2代目主人

中西良仁さん

京のおばんざいから学ぶ
つまみゆばとちりめん山椒を使って③

つまみゆばとちりめん山椒のお茶漬け

海の幸と山の幸が出合って生まれたちりめん山椒は、
京都の家では常備菜としておなじみです。

やわらかい京都の軟水を使って作られる京ゆばは、京都の料理に合います。
今回は、京都の食卓になじみの深い２つの味が出合い、上品なお茶漬けになりました。

12

中西良仁
なかにし・よしひと／祇園やよい２代目主人。
本店の奥にカフェを備え、ちりめん山椒の新メ
ニューを提供するなど、京都のお惣菜文化の発
信に尽力する。

祇園やよい
京都市東山区祇園下河原清井町 481（八坂神
社の南楼門を南へ約 100m）／☎ 075-561-
8413 ／ 10 時～ 18 時／定休日：不定休／
http://www.yayoi-ojako.co.jp/

作
り
方

◉
つ
ま
み
ゆ
ば
と
ち
り
め
ん
山
椒
の
お
茶
漬
け

お
茶
碗
に
温
か
い
ご
飯
を
盛
り
、
つ
ま
み
ゆ
ば
と

ち
り
め
ん
山
椒
を
の
せ
る
。
か
つ
お
出
汁
と
煎
茶

を
1
対
1
で
割
っ
た
温
か
い
出
汁
を
か
け
て
い
た

だ
く
。
薬
味
に
は
、
大
葉
や
お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
、

花
山
椒
の
佃
煮
を
添
え
て
。



















京都館イベントニュース

京都館 〒104-0028  東京都中央区八重洲2丁目1番1号ヤンマー東京ビル1F
TEL 03-5204-2260　FAX 03-5204-2266 【営業時間】10:30～19:00 
【休館】3月、9月の最終水曜日／年末年始（12月30日～1月3日）http://www.kyotokan.jp/

東京で京都の
情報をゲット！

富川愛莉紗
京友禅のシルクストール体験教室
5月20日［金］～22日［日］
10：30～19：00　※初日は12：00から、最終日は16：00まで
京友禅の技法を用いてオリジナルシルクストールを制
作してみませんか？ あらかじめ染色したシルクストー
ルに型絵染、素描きの技法でお好
きな色で柄を描いていきます。絵の
サンプルは用意していますので、絵
が苦手な方でも無理なく完成してい
ただけます。
問工房 愛莉紗　☎ 0742 - 36 - 2218　
http://atelier-arisa.com/

京友禅体験 
10：30～17：00（22日は16：00まで） 所要時間：約90分
講　師 伝統工芸士 富川愛莉紗 ほか工房スタッフ
体験料 10,800円（税込）／みやこ会会員は10％割引

工芸品お直し相談会
人形・漆器等傷んだ工芸品を
お直しします
5月23日［月］・24日［火］
10：30～19：00　
※初日は12：00から、最終日は17：00まで　

大切な掛軸が破れてしまった、ひな人形の髪が
乱れている、漆器の欠けを直したい等、工芸品の
お悩みを解決します。京都で伝統工芸品を製造
する職人のグループが、修理が可能か、費用はい
くらかご相談とお見積りをいた
します。ご相談、お見積は無料
です。
問京都職人修理ネット　
☎ 075 - 706 - 7500




